 様式第４０号
　　年　　月　　日

　北九州市長　様
（主たる事務所の所在地）　
（医療法人名）　　　

　　

（理事長名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
定 款（ 寄 附 行 為 ）変 更 届
定款（寄附行為）の一部を変更しましたので、医療法第５４条の９第５項の規定により届出します。
［添付書類］
１．定款又は寄附行為の変更内容（新旧対照表を添付）及びその事由を記載した書類

２．定款又は寄附行為に定められた変更に関する手続きを経たことを証する書類（写し）
　　（理事長の原本証明が必要）
　　　…社団の医療法人にあっては、社員総会の議事録

　　　…財団の医療法人にあっては、理事会及び評議員会の議事録
３．定款又は寄附行為
※事務所の所在地の変更の場合は、登記事項証明書の写しを添付。
記入例１　　定款変更新旧対照表

新　旧　対　照　表

	新　条　文
	旧　条　文

	第１条から第３条　　省略

第4条 本社団の開設する病院及び診療
所、介護老人保健施設の名称及び開設場所は、次のとおりとする。

（１）城内病院

　　　　北九州市小倉北区城内１－１

（２）アシスト21診療所

北九州市小倉北区馬借１－１
（３）介護老人保健施設　松本園

北九州市小倉北区城内２－３
第４条の２　本社団は、前条に掲げる病院及び診療所、介護老人保健施設を経営するほか、次の業務を行う。

（１）北九会デイサービスセンター

　　　　北九州市小倉南区若園１－１

第５条から第１２条　略

第１３条　本社団の決算については、毎会計年度終了後２ヶ月以内に総会の承認を受け、これを北九州市長にとどけなければならない。

第１４条から第１５条１　略

第１５条

　２　本社団の開設する病院及び診療所、介護老人保健施設の管理者は、必ず理事に加えなければならない。ただし、北九州市長の認可を受けた場合はこの限りではない。

第１６条から第３０条　略

第３１条　この定款は、社員総会の議決を経て、かつ、北九州市長の認可を得なければ変更することができない。


	第１条から第３条　　省略

第４条　本社団の開設する病院の名称及び開設場所は、次のとおりとする。

（１）城内病院

　　　　北九州市小倉北区城内１－１

第５条から第１２条　略

第１３条　本社団の決算については、毎会計年度終了後２ヶ月以内に総会の承認を受け、これを福岡県知事にとどけなければならない。

第１４条から第１５条１　略

第１５条

　２　本社団の開設する病院及び診療所、介護老人保健施設の管理者は、必ず理事に加えなければならない。ただし、福岡県知事の認可を受けた場合はこの限りではない。

第１６条から第３０条　略

第３１条　この定款は、社員総会の議決を経て、かつ、福岡県知事の認可を得なければ変更することができない。


　　　　　〔定款変更の理由〕

· アシスト21診療所及び介護老人保健施設松本園の開設のため。

· デイサービス事業の実施のため。

· 医療法人に関する許可権限等の一部が福岡県から北九州市に委譲されたため。

作成例
医　療　法　人　○　○

臨　時　社　員　総　会　議　事　録

１　日　時　　令和〇〇年○○月○○日　　　　　時　　分　～　　　時　　分

２　場　所　　医療法人○○　○○医院　第１会議室

３　出席者　　社員（理事長）　○○○○

　　　　　　　社員（理　事）　○○○○

　　　　　　　社員　　　　　　○○○○

　　　　　　　社員　　　　　　○○○○

　　　　　　　（本社団社員総数〇名のうち、〇名出席　〇名委任状提出）

４　議事録作成者　○○○○
５　議　事　　本社団定款第○条の規定により理事長○○○○が議長に選任され、定款第○条に規定する定足数に達したことを確認した後、開会を宣し議事に入った。

　　第１号議案　　介護老人保健施設開設の件

　　　議長は発言し、介護老人保健施設の開設を目的として、本社団が取得した土地〇㎡に鉄筋コンクリート〇階建、延床面積〇㎡の介護老人保健施設を建設すること及びその資金計画等を以下のとおり説明し、承認を求めたところ、全員異議なく承認した。
出資予定　　　　　　　　　　万円　　　　　建築費　　　　　　　　　　　万円
○○銀行融資　　　　　　　　万円　　　　　機械設備・備品類　　　　　　万円

本社団の内部保留金　　　　　万円　　　　　運転資金　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　合　　計　　　　　　　万円　　　　　その他　　　　　　　　　　　万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計　　　　　　万円
　　　　施　設　名　　介護老人保健施設○○
　　　　所　在　地　　北九州市〇区〇丁目〇番〇号

　　　　開設予定日　　令和〇年〇月〇日
　　第２号議案　　定款変更の件

　　　議長は発言し、前号議案の承認に伴い、定款変更を行う必要がある旨を述べ、その案（別紙新旧対照表）を示したところ、全員異議なく承認した。

　　第３号議案　　社員の入社承認及び理事１名選任の件

　　　議長は発言し、介護老人保健施設の管理者について○○○○を推薦し、併せて（入社のうえ）理事に選任したい旨を述べ、承認を求めたところ、全員異議なく承認した。

　　第４号議案　　銀行融資に伴う、借入金の最高限度額及び抵当権設定の件

　　　議長は発言し、介護老人保健施設建設資金の融資を○○銀行○○支店から受けることについて、借入金の最高限度額を次のように提示し、承認を求めたところ、全員異議なく承認した。

　　　　　借入金最高限度額　　　　　　　　万円

　　　ついで、同銀行に担保として現病院の土地、建物に抵当権を設定することについて次のように提示し、承認を求めたところ、全員異議なく承認した。

　　　　　土地　　　　介護老人保健施設の敷地　　　○○㎡

　　　　　建物　　　　介護老人保健施設の建物　　　鉄筋コンクリート　○階　　延床面積　○㎡
　　　
以上をもって本日の議事を終了したので議長は閉会を宣した。

本日の議事を確認するため出席社員全員が記名押印する。
　　　　社　員（理事長）　　○　○　○　○　　印　

　　　　社　員（理　事）　　○　○　○　○　　印　

　　　　社　員　　　　　　　○　○　○　○　　印　
　　　　社　員　　　　　　　○　○　○　○　　印　

